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転倒災害発生件数の推移（埼玉県）

 

 

 

 

［転倒災害が増加しています］ 

  川越労働基準監督署の管内では、「転倒」や「動

作の反動、無理な動作」による労働災害が多く発

生しています。 

特に「転倒災害」は、令和６年に発生した休業

４日以上の労働災害の２６．６％を占めており、

全体の４分の１以上となっています。 

また、「転倒災害」の発生件数は、過去２０年間

の間に約２．２倍と急激に増加しています。 

この傾向は全国と同様であり、このような「労

働者の作業行動に起因する労働災害」を防止する

ための取組みを行うことが重要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ＫＡＷＡＧＯＥ 2026 年１月号【№160】 ＲＯＵＫＩＮＥＷＳ☆ 

川越ろうきニュース 

転倒災害を防止しましょう！ 

２０年前から２．２倍に増加 



 

［セルフチェック票を利用しましょう］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［埼玉労働局では様々な取組みを行っています］ 


